
 

木更津高等学校 スクール・ポリシー 

  

育てたい生徒像 

自らの可能性を信じ主体的に行動できる生徒、協働できる生徒 

 

スクール・ポリシー 

「育成を目指す資質・能力に関する方針」 

１ 幅広い知識と教養を身につけ、高い目標に向かって探究し続ける力 

２ 主体的に行動し、何事にも粘り強く全力で取り組む力 

３ 他者の考えを理解し、論理的に判断し、表現することができる力 

４ 失敗を恐れず、多角的な視点で物事を捉え、課題に挑戦する力 

具体的取組： 

  １ 単位制により、生徒の進路希望に応じた講座（進学に対応した学校設定科目は２３科目） 

を開設する。また、１日当たり４５分授業を７時限で展開することで授業時数を確保し、生 

徒の学力向上を図る。 

 長期休業期間を利用して多彩な課外講座を実施し、生徒の学力向上を支援する。 

 

    ２ 生徒会・委員会活動や部活動において、生徒中心の企画・運営により、生徒の主体性を伸 

ばす。また、学校組織全体で、生徒の主体的な活動を支援する。 

 

  ３ 探究ＫＩＳＡＲＡＺＵ（総合的な探究の時間）や課題研究を通じて、自ら課題を発見し、

解決に向けた調査・研究・分析に取り組むことで、論理的な思考力や判断力を身につけさせ

る。また、まとめ、表現し、互いに発表を行うことで、他者や社会との関わりを理解し自己

の視野を広げさせる。 

 

    ４ 外部機関や近隣小・中学校と連携し、幅広い世代、地域や国内外の人との関わりを積極的 

に体験させる。これらの体験を通じて新たな課題を発見するとともに、課題の克服に向けて 

挑戦させる。 

 課題を解決するために試行錯誤することの大切さを学ばせ、諦めずに探究し続けるよう 

支援する。 

 

 



「教育課程の編成及び実施に関する方針」 

１ 進学指導重点校として希望進路実現に向けた多彩な授業 

２ 主体的な活動を通じた充実感のある学校生活 

３ 課題研究型の授業の充実 

４ 地域の大学や研究所・企業、近隣小中学校との連携 

具体的取組： 

  １ 基本的学習事項の定着を図るともに、個々の進路希望に応じた選択科目を設定すること 

で、幅広い進路希望に対応する。また、進路講演会や進路説明会を計画的に実施し、早期に 

進路意識を醸成させる。 

 生徒による授業評価を積極的に活用し、生徒がより充実感・達成感を得られるような授業 

展開や教材作成を行う。 

 

２ 文化祭や体育祭などの学校行事に主体的に取り組むことで、責任感や達成感が得られるよ 

う支援する。生徒自らが計画、実行、振り返りを繰り返すことで、何事にも挑戦する姿勢の 

育成を図る。 

 

  ３ 探究ＫＩＳＡＲＡＺＵ（総合的な探究の時間）を中心に、課題研究型の授業を計画的に実 

施する。多角的・多面的な学びを通じて、様々な知識を統合し、未知の問題を解決していく 

思考力・応用力の育成を図る。 

また、ＩＣＴ機器を活用し、主体的に課題を設定し研究に取り組めるように支援する。 

 

    ４ 千葉大学教育学部との高大連携講座では、学際的な学びを通して視野を広げ、主体的に 

学習する姿勢の伸長を図る。また、かずさＤＮＡ研究所や日本製鉄株式会社との連携では、 

先進的な技術や研究に触れつつ、研究方法の相談や助言を通して新たな課題の発見につな 

げる。 

 

「入学者の受入れに関する方針」 

１ 知的好奇心に富み、自ら課題を見いだし主体的に学習に取り組む 

２ 高校生活全般にわたって積極的に取り組み、自らを高める努力をする 

３ 他と協働し、新しい課題や分野に挑戦する 

４ 理数系分野への高い興味・関心がある（理数科のみ） 

具体的取組： 

 １ 学校設定検査として、作文検査を実施する。 

 

 ２ 学校説明会等を通じて、本校の特色を伝えるとともに「期待する生徒像」の周知を図る。

また、理数科説明会を開催し、本校理数科独自の取り組みについて理解を図り、科学的思考

力・探究力をもつ人材の入学を促す。 


